
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
整
形
外
科
の
外

来
を
検
討
し
ま
す
。
引
き
続
き
健
康
診

断
受
診
の
促
進
と
要
精
査
の
方
の
フ
ォ

ロ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。
宮
崎
生
協
病

院
の
北
側
に
新
棟（
小
児
科
・
腎
透
析
な

ど
）
建
設
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
構
想

を
提
案
・
具
体
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
と

し
て
医
師
養
成
の
教
育
機
能
の
充
実
を

図
り
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
慢
性
疾
患
や
生
活
習

慣
病
で
定
期
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
に
全

身
管
理
を
意
識
し
た
治
療
計
画
を
実
施

し
、
合
併
症
や
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
さ
ら
に
施
設
や
自
宅
で
の
往
診
や

見
取
り
な
ど
で
在
宅
医
療
を
支
え
ま
す
。

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
そ
の
人
に
ふ
さ
わ

し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
利
用
者
の

満
足
度
を

高
め
ま
す
。

居
宅
事
業

所
な
ど
の

地
域
へ
の

広
報
を
強

め
利
用
者

の
安
定
的

な
確
保
を

す
す
め
、

自
治
体
の

総
合
事
業

へ
も
参
画

二
〇
一
八
年
度
は「
協
同
の
力
で
い
の

ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
第
一
に
宮
崎
生
協
病
院
の
医
療
構

想
、
新
棟
建
設
の
具
体
化
、
第
二
に
宮

崎
生
協
病
院
な
ど
の
経
営
の
改
善
、
第

三
に
医
師
確
保
と
医
師
養
成
、
職
員
育

成
の
取
り
組
み
、
第
四
に
地
域
包
括
ケ

ア
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。
第
五
に
第
六

次
五
ケ
年
計
画
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
宮
崎
生
協
病
院
で
は
か
か
り
つ
け
病

院
と
し
て
、
入
院
で
は
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
導
入
等
を
検
討
し
ま
す
。
地
域

の
要
求
と
入
院
機
能
を
マ
ッ
チ
さ
せ
、
病

院
の
理
念
に
沿
っ
た
将
来
構
想
を
策
定
し

ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
急
性
期

経
過
後
に
引
き
続
き
入
院
医
療
を
要
す

る
状
態
、
在
宅
や
介
護 

施
設
等
に
お
い

て
症
状
の
悪
化
し
た
患
者
の
受
け
入
れ
、

在
宅
の
支
援
、
生
活
復
帰
へ
の
支
援
、
そ

れ
に
リ
ハ
ビ
リ
の
機
能
を
加
え
た
病
棟
の

こ
と
で
す
。

　

外
来
は
全
身
チ
ェ
ッ
ク
で
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
、
検
査
機
能
を

高
め
重
症
患
者
・
救
急
車
の
受
け
入
れ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
大
河
ド
ラ
マ
西
郷

ど
ん
で「
明
治
維
新
」で
の
西

郷
隆
盛
を
英
雄
と
し
て
え
が

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
西
郷

隆
盛
を
は
じ
め
倒
幕
派
に
維

新
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
政
治

的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
新
政
権
は
廃
藩

置
県
を
決
定
し
た
も
の
の
、

県
を
治
め
る
人
材
も
な
く

元
藩
主
が
知
藩
事
と
し
て

統
治
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

当
時
は「
御
一
新
」
と
呼
び

「
明
治
維
新
」
は
昭
和
に
な
っ

て
か
ら
一
般
化
し
た
言
葉
で

す
▼
倒
幕
へ
の
転
換
点
と

な
っ
た
の
が
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
し
た
。
徳
川
慶
喜
が
先

に
大
政
奉
還
し
た
こ
と
で
武

力
討
伐
す
る
機
会
を
失
っ
た

倒
幕
派
の
重
鎮
で
あ
っ
た
西

郷
隆
盛
は
相
楽
総
三
を
隊

長
と
す
る「
薩
摩
浪
士
隊
」

を
組
織
し
て
幕
閣
・
旗
本
・

さ
ら
に
町
屋
に
放
火
・
略

奪
・
強
姦
・
強
盗
殺
人
を

命
じ
、
幕
府
を
挑
発
し
、

行
為
の
後
は
島
津
藩
邸
に
逃

げ
込
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
蛮
行
に
対
し
て
幕
府
は
、

犯
人
の
引
き
渡
し
を
要
求

す
る
も
拒
否
さ
れ
る
に
至
っ

て
、
薩
摩
藩
邸
を
砲
撃
さ
せ
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
を
開
戦
さ

せ
た
の
で
す
▼
私
は
島
津
氏

発
祥
の
地
に
近
い
地
域
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
の
で
、
学

校
で
も〝
大
西
郷
〞の
虚
像
を

教
え
ら
れ
信
じ
て
い
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
戦
前
へ
の
思
想

回
帰
と「
日
本
会
議
」の
悲

願
で
あ
る
憲
法
改
悪
を
推
し

進
め
る
中
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
西

郷
ど
ん
は
、
側
面
援
助
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す

が
！（
K
・
Y
）

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

〇くと
第

新
棟

協医
師

取対ケ
組
合

よ
ろ

崎しの求
と

理
念地

後態
、

状
の

の
支

リ
ハす

外
来

FAX 3
3
26

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453

二
〇

ち
輝
く

の
も
と

想
、
新

崎
生
協

三
に
医

成
の
取

ア
へ
の
対

次
五
ケ

す
。
組

力
を
よ

宮
崎

院
と
し

病
棟
の

の
要
求

院
の
理

ま
す
。

経
過
後

る
状
態

て
症
状

在
宅
の

れ
に
リ

こ
と
で

外
来

FAX 3
FAX 3
FAX 2

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31 1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

（
応
募
数
19
通
）

（
正
解　

8
通
）

　

金
子
兜
太
氏
が
98
歳
で
亡
く
な
っ
た
。彼
に
は

「
戦
場
体
験
」「
職
場
で
の
冷
や
飯
」「
存
在
者
」
の

3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。現
代
俳
句
界
の
重

鎮
で
も
あ
り
、「
ア
ベ
政
治
許
さ
な
い
」を
揮
毫
し

た
反
戦
・
反
骨
の
人
だ
っ
た
。さ
て
、
左
記
の
俳
句

作
品
は
、誰
の
句
で
し
ょ
う
。

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
４
月
30
日
で
、
当
選

者
は
６
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
3
月
号
の
水
俣
病
の
答
え
】 

【
2
月
号
当
選
者
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

長
野
し
の
ぶ
さ
ん（
宮　

崎　

市
）　

藤
原　

慶
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）　

立
元
福
二
郎
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

河
野　

睦
枝
さ
ん（
宮　

崎　

市
）　

吉
田
美
由
紀
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

①
×（
大
正
14
年
ご
ろ
か
ら
見
舞
金

　
　
　

1
，5
0
0
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す
）

②
○　

③
×（
国
と
熊
本
県
の
責
任
が
確
定
し
ま
し

　
　
　

た
が
、様
々
な
争
い
が
続
い
て
お
り
、

　
　
　

未
だ
に
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
）

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.167)（No.167)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、堀・谷口（後期研修医）、黒木･合田・當瀬・日高・林（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／

　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～19：00
（受付18：45）まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

　任期満了に伴う第29回総代選挙が定款46条および総代選挙規約
に基づいて4月1日付けで公示されました。総代定数は全県で226
名、選挙区、定数等の公示内容は、宮崎医療生協本部、宮崎生協病院、
和知川原生協クリニック、このはな生協クリニック、おおつか生協クリ
ニック、生協クリニックのべおか、および宮崎医療生協のホームペー
ジに掲示されます。立候補届け出用紙は、本部と宮崎生協病院および
各クリニックに用意しております。総代への立候補をされる方は、4月
20日（金）午後5時までに宮崎医療生協本部まで提出をお願いします。

第29回通常総代会の開催と総代選挙のお知らせ
●総代選挙について……………………………………●総代選挙について……………………………………

　理事会は、定款51条に基づき、第29回
通常総代会を以下の要領で開催することを
決定しました。

●第29回通常総代会…………………●第29回通常総代会…………………

●総代会開催要項………………………●総代会開催要項………………………
■日時／2018年6月18日（月）14：00～16：30
■会場／ＪＡアズム大ホール（宮崎市霧島１丁目）

宮崎医療生協の拠点　宮崎生協病院宮崎医療生協の拠点　宮崎生協病院

病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療
活
動

2017年6月25日に開催した
第28回通常総代会

2017年6月25日に開催した
第28回通常総代会

   イ） 

柿
く
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
る
法
隆
寺
（　
　

）

   ロ） 

雀
の
子
そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
お
馬
が
通
る
（　
　

）

   ハ） 

閑
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声
（　
　

）

   ニ） 

曼
珠
沙
華
だ
れ
も
腹
だ
し
秩
父
の
子
（　
　

）

   ホ） 

分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山
（　
　

）

①
小
林
一
茶　
　

②
松
尾
芭
蕉

③
正
岡
子
規　
　

④
種
子
田
山
頭
火

⑤
金
子
兜
太

し
ず
か

し
ま
す
。
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
・
居

宅
事
業
で
は「
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安

心
し
て
生
活
し
た
い
」
と
い
う
利
用
者
や

家
族
の
要
望
に
応
え
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、
利
用
者
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

介
護
施
設
で
は
関
係
す
る
医
療
機

関
、
居
宅
・
地
域
の
事
業
所
、
自
治
会

と
の
連
携
を
強
化
し
利
用
者
の
安
定
的

な
受
け
入
れ
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
ス

タ
ッ
フ
の
力
量
を
高
め
要
介
護
の
重
い
方

の
受
け
入
れ
を
増
や
し
自
宅
や
施
設
で

の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
。
職
員
の
確
保

と
利
用
者
の
安
定
的
な
受
け
入
れ
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
活
動
で
は「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
長
生
き
」の
願
い
を
実
現
で
き
る
よ

う
医
療
生
協
の
支
部
が
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。
今
回
、
宮
崎
医
療
生
活
協
同

組
合
が「
東
大
宮
地
域
自
治
区
の
居
場
所

づ
く
り
」
を
担
う
事
業
者
に
も
選
ば
れ
ま

し
た
。
一
層
、「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
支

え
合
い
」の
機
会
を
活
か
し
、
地
域
住
民

ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
、
脳
い
き
い
き
班
会
や
健
康
体
操

な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

地
域
で
医
療
生
協
の
役
割
を
高
め
る

な
か
で
、
仲
間
づ
く
り
や
増
資
へ
の
取
り

組
み
、
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

引
き
続
き
憲
法

九
条（
平
和
）・

二
五
条（
生
存

権
）
を
守
り
、

平
和
と
く
ら
し

を
守
る
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

介
護
事
業
と
介
護
施
設

組  

合  

員  

の  

活  

動

宮崎医療生協の基本理念記念碑
（和知川原生協クリニック敷地内）
宮崎医療生協の基本理念記念碑
（和知川原生協クリニック敷地内）



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

2
0
1
8
年
3
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
2
月
10
日
開
催
）

①2月度事業所活動について報告・承認しました。
②2月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③2月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
④2月度県連看護委員会について報告・承認しました。
⑤2月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認をしました。
⑥2月度経営協議会について報告・承認しました。
⑦第28期16回、17回常勤理事会について報告・承認しました。
⑧宮崎民医連第9期第9回理事会について報告・承認しました。
⑨宮崎県社保協第10回幹事会について報告・承認しました。
⑩人事について報告・承認しました。

＜報告・承認事項＞

①2月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありました。2月度
の組合員増やしは77名（目標120名）、出資金増資は253.1万円（目標340万円）と目標
を下回りました。班づくりは1班（目標7班）、班会開催は86班（目標103班）でした。また、
「まちづくり活動交流集会」「健康づくり学会inさいたま」「九沖B方針討論集会」の参加者
から報告ありました。

②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「普天間基地所属のオスプレ
イ部品落下」「福島原発事故後2014年避難解除後、被災地9市町村に実際に居住してい
る住民は14.8％」「2017年の老人福祉・介護事業の倒産件数が過去最多更新」「許可保
育園に1次選考で落ちた0-2歳児童は66自治体で3万5千人」「宮崎県医療計画改定案
で医師確保の数値目標を設定」の報告がありました。

③1月度（＆累計）の経営概況について報告がありました。1月の法人の経常利益は2,122.3
万円（予算差+1,055.6万円）、累計では8,658.1万円（予算差▲2,809万円）の到達でした。

④「全体区分役員」「地方区分理事」の定数、全体区分役員推薦委員会、地方区分理事推薦
委員会の委員の提案がありました。

⑤2017年度活動報告（案）、2018年度活動方針（案）について提案を行い、質疑応答を行いました。
⑥東大宮地域自治区のお宝発見発掘・発展・発信事業の再審査について計画の提案を行いました。
⑦宮崎医療生活協同組合の2018年度予算（第一次案）について提案を行いました。
⑧宮崎生協病院の新棟建設について第１案と第2案についての説明と報告がありました。
⑨「グループホームおおつかの家」「小規模多機能ホームおおつかの家」、「宮崎生協病医
局費」の報告がありました。

⑩住所不明等組合員のみなし脱退処理について、2017年度は338名をみなし脱退処理としました。
⑪宮崎県の消費生活協同組合検査に係る検査で指摘された役員選任規約の字句の修正
についての提案がありました。

⑫宮崎県の消費生活協同組合検査に係る検査で指摘された「組合と役員との利益が相反
する取引」についての提案がありました。

⑬規約型企業年金の規約変更について、企業型企業年金規約の変更についての提案があ
りました。

＜審議・決定事項＞

み ん な の 声
◎付き添いで病院に伺うのですが、院内に無料のお水があって乾燥する季節に
は大変ありがたく思います。（宮崎市Mさん女性）

◎木曜日に診察を受けて、熱が下がらなかったので日曜日に受診した。ある看護師
が問診を取る際に私のいる前で、受付職員に「ちゃんと休診の案内出してるの」と
大きな声で叫んだ。問診の際も熱が下がらず心配なので採血とレントゲンを希望
したら「必要ない。それにレントゲンを撮るには技師を呼び出さないといけないの
ですよ」と言われた。生協病院は時間外を診るのか診ないのかはっきりして欲しい。
職員個人と言うより病院としての基準が明確でないことが問題の本質ではないか。

3月度宮崎生協病院利用委員会3月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声虹の声

今、宮崎医療生協は 2018年2月末現在

■新規加入者  ７７名（2/1～2/28）

■出 資 金  ５億５,９５６ 万円

■班　　　数  ３２３ 班

■総組合員数  ４９,８１６ 名

■平均出資金  １１,２３３ 円

■               ２０,５４０ 部おげんきですか
手配り配布数

○大変申し訳ございませんでした。やむを得ない事情がないかぎり、受けていく方
針を職員に周知していきたいと思います。

宮
崎
医

療
生
協
ま

ち
づ
く
り

委
員
会
は
、

２
月
13
日

「
短
歌
で
世

界
を
み
て

み
る
と
」と

題
し
て
学

習
会
を
開

催
し
ま
し

た
。講
師
は

短
歌
で
ご
活
躍
中
の
大
口
玲
子
氏
。大
口
氏

は
、中
国
で
日
本
語
教
師
を
務
め
て
い
た
こ

ろ
、日
本
語
を
教
え
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
中
国
の
歴
史
や
社
会
問
題
を
通
し
て

考
え
は
じ
め
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
１
年
に
起
き
た
福
島
原
発
事
故

後
、放
射
能
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
最
中
、子

ど
も
の
健
康
が
心
配
に
な
り
宮
崎
に
移
住

（
自
主
避
難
）し
ま
し
た
。し
か
し
、鹿
児
島
の

川
内
原
発
で
何
か
の
事
故
が
生
じ
た
ら
、ま

た
自
主
避
難
し
な
い
と
い
け
な
い
と
今
で
も

都
北
支
部
は
、2
月
24
日（
土
）保
健
学
校

２「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
鹿
児
島
県
財
部
町

（
現
、曽
於
市
）に
あ
る「
悠
久
の
森
」で
開
催

し
ま
し
た
。ま
だ
冬
の
名
残
が
あ
っ
て
木
の
芽

も
硬
か
っ
た
で
す
が
、当
日
の
日
差
し
は
と
て

も
暖
か
で
し
た
。県
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

初
め
て
で
、ス
タ
ッ
フ
も
緊
張
し
ま
し
た
。

運
営
委
員
5
名
で
先
月
下
見
に
出
か
け
、前

日
の
天
気
予
報
で
は
曇
り
で
し
た
が
決
行
。と

こ
ろ
が
そ
の
日
は
快
晴
、一
同「
よ
か
っ
た
ー
」

と
。現
地
集
合
組
7
人
、相
乗
り
組
10
人
、組

織
部
の
工
藤
尚
吾
さ
ん
は
家
を
7
時
前
に
出

て
宮
崎
市
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

受
付
と
同
時
に
番
号
札
を
い
た
だ
き
血
圧

チ
ェ
ッ
ク
。そ
し
て〝
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ

オ
体
操
〞を
し
て
10
時
半
、駐
車
場
を
三
々

五
々
出
発
。せ
せ
ら
ぎ
を
右
に
左
に
聞
き
な

が
ら
、杉
木
立
の
中
の
広
葉
樹
、植
栽
さ
れ
た

椿
や
ア
オ
キ
、マ
タ
タ
ビ
な
ど
整
備
さ
れ
た

林
道
を「
こ
り
ゃ
あ
春
先
か
、秋
が
い
い
じ
ゃ

ろ
な
」な
ど
と
語
ら
い
な
が
ら
、な
だ
ら
か
な

東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
を
迎
え

た
3
月
11
日（
日
）、宮
崎
市
役
所
前
広

場
に
市
民
や
グ
ル
ー
プ
、団
体
な
ど
約

3
0
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。医
療
生

協
の
各
支
部
か
ら
多
く
の
組
合
員
も

参
加
し
ま
し
た
。

福
島
第
１
原
発
事
故
は
多
く
の
爪

痕
を
残
し
、原
因
も
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
ま
ま
で
、今
な
お
約
8
万
人
の
住
民

が
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。主
催
者
を
代
表
し
て
青
木
幸
雄
さ

ん
が「
宮
崎
は
今
、新
燃
岳
が
再
び
噴

火
し
ま
し
た
。7
年
前
の
噴
火
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。噴
火
の
数
日
後
、東

日
本
で
Ｍ
7
．5
の
地
震
が
発
生
し
、

福
島
第
1
原
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し

た
。日
本
列
島
に
は
火
山
プ
レ
ー
ト
が

あ
り
、い
つ
地
震
が
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。川
内
原
発
が
再
稼
働
し
、

国
は
全
国
に
あ
る
原
発
を
、九
州
で
は

玄
海
原
発
の
再
稼
働
を
す
す
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。重
大
な
事
故
が
起
こ

る
前
に
原
発
の
再
稼
働
を
止
め
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
核
の
ゴ
ミ
も
な
く
し
ま

し
ょ
う
。そ
し
て
原
発
に
替
わ
る
再
生

日
向
支
部
で
は
、か
ね
て
よ
り

何
か
支
部
で
行
事
に
取
り
組
め

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
べ
お
か
健

康
ま
つ
り
へ
の
出
演
や
南
方
支
部

の
ま
つ
り
に
刺
激
を
受
け
、12
月

の
運
営
委
員
会
で〝
お
楽
し
み
交

流
会
〞を
3
月
に
開
く
と
決
め
、

準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

3
月
8
日
の
当
日
、天
気
は
大

雨
。そ
れ
で
も
会
場
の
切
島
山
公

民
館（
日
向
市
財
光
寺
）に
は
、

70
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

支
部
長
あ
い
さ
つ
の
後
、み
ん
な

で「
早
春
賦
」「
四
季
の
歌
」を
歌

い
、い
よ
い
よ
舞
台
が
始
ま
り
ま

す
。司
会
は
寺
原
鈴
枝
さ
ん
と
江

川
悦
生
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。幕

開
け
は「
大
正
琴
」続
い
て「
歌
謡

曲
」「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」「
健
康
体
操
」

「
剣
舞
」「
民
謡
」と
進
み
、最
後

は
客
席
を
少
し
開
け
て
も
ら
っ

て「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
、ル

ン
バ
と
ワ
ル
ツ
」。

　

出
演
者
の
皆
さ
ん
は
、出
番
前

に
は
ち
ゃ
ん
と
準
備
を
整
え
て

ス
タ
ン
バ
イ
、さ
す
が
で
す
。歌
謡

曲
の
時
、な
か
な
か
曲
が
で
ず
に

出
演
者
に
は
、舞
台
で
し
ば
ら
く

《宮崎医療生協１７支部総会のご案内》
地　域

延岡市 県 　 北
南 　 方
日 　 向
佐 土 原
東 大 宮
住 　 吉
北 　 2
中 　 央
あ お き
東 　 部
西 　 部
大塚江南
小 　 松
大 　 淀
このはな
国 富 綾
都 　 北

４月２１日（土）13：30～
４月２９日（日）10：00～
４月２８日（土）10：00～
５月１６日（水）10：00～
４月２５日（水）10：00～
５月１０日（木）10：00～
５月１９日（土）10：00～
４月２４日（火）13：30～
４月２７日（金）10：00～
５月１１日（金）10：00～
４月２５日（水）10：00～
４月１９日（木）10：00～
５月１７日（木）10：00～
４月２４日（火）10：00～
４月２１日（土）10：00～
５月１２日（土）10：00～
４月１８日（水）13：00～

延岡市社会教育センター
南方東コミュニティーセンター
江川春枝ギャラリー
新町公民館
花ヶ島公民館
南部自治公民館
宮崎市西部農村環境改善センター
宮崎西地区交流センター
浮之城公民館
出来島高洲コミュニティーセンター
おおつか生協クリニック
おおつか生協クリニック
小松台ハイランド集会所
緑松自治公民館
このはな生協クリニック
国富町農業構造改善センター
都城市老人いこいの家

日向市

宮崎市

都城市
国富町・綾町

支　部 日　程 会　場

危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
」

『
晩
春
の
自
主
避
難
、疎
開
、移
動
、移
住
、

言
ひ
替
へ
な
が
ら
真
旅
に
な
り
ぬ
』

「
短
歌
は
時
代
や
社
会
の
出
来
事
と
向
か
い

合
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
新
聞
に
は
素
人
の
短
歌

や
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、外
国
の
新
聞

や
雑
誌
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。い
ろ
ん

な
所
で
多
く
の
人
が
、世
の
中
の
こ
と
や
日
々

の
く
ら
し
を
短
歌
で
伝
え
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。人
に
言
え
な
い
気
持
ち
も
短

歌
で
は
表
す
こ
と
も
で
き
、時
代
の
危
機
も
短

歌
の
世
界
で
は
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

『
万
緑
に
な
じ
み
た
る
日
本
国
憲
法
九

条
、九
十
九
条
を
読
む
』

「
憲
法
９
条
は
国
を
守
る
も
の
で
す
。戦
争

が
起
こ
る
と
短
歌
は
自
由
に
読
め
な
く
な
る

の
で
は
。そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。『
命
が
大
事
、平
和
が
大
事
』と
言
わ
な
い

と
い
け
な
く
な
っ
た
ら
危
う
く
な
る
と
思
い

ま
す
。短
歌
は
短
い
歌
で
す
。自
分
が
つ
く
っ

た
歌
を
通
し
て
原
発
や
社
会
問
題
と
向
き

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」の
講
演
で
し
た
。

（
宮
崎
医
療
生
協
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
自
体
は
2
．5
㎞
な
の
で
安
心
、し

か
も
途
中
ト
イ
レ
も
、休
憩
所
も
き
れ
い
に

掃
除
さ
れ（
夫
婦
で
掃
除
に
見
え
て
た
）、こ

ん
な
コ
ー
ス
を
貸
し
切
り
で
悪
い
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。最
高
年
齢
は
92
歳
の
若
松
栄

次
さ
ん
。
出
発
地
点
の
駐
車
場
に
戻
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
の
血
圧
を
測
定
し
、近
く

の
キ
ャ
ン
プ
場
で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。体
の

よ
ど
ん
だ

所
に
新
鮮

な
空
気
が

入
っ
て
ス

カ
ー
ッ
と
し

ま
し
た
。

「
元
気
が
出

た
ど
ー
」

（
都
北
支
部

運
営
委
員

岩
切
正
道
）

待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
申

し
訳
な
か
っ
た
で
す
。舞
台
が
終

わ
っ
て
、次
は
お
茶
タ
イ
ム
。組

織
部
の
西
亜
記
子
さ
ん
が
教
え

る
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
盛
り
上

が
っ
た
と
こ
ろ
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
頃
に
は
、お
楽
し
み

交
流
会
の
成
功
を
祝
う
よ
う
に
、

お
日
様
も
輝
き
だ
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
」「
や
さ
し
い
目
で
見
て

い
た
だ
い
て
踊
り
や
す
か
っ
た
」

「
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
と
こ
ろ
が

公
民
館
の
演
芸
会
ら
し
く
て
い

い
」「
目
の
保
養
に
な
っ
た
」「
時
間

が
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
」「
プ
ロ
グ

ラ
ム
構
成
が
工
夫
し
て
あ
っ
た
」

「
み
ん
な
で
歌
っ
た
歌
が
い
い
」

「
医
療
生
協
の
宣
伝
に
な
っ
た
」

「
健
康
体
操
、お
う
ち
で
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
」「
2
回
目
も
開
い
て
ほ
し
い
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

司
会
の
寺
原
さ
ん
は「
来
て
下

さ
っ
た
方
々
が
楽
し
ん
で
、笑
顔

で
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

れ
が
全
て
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。（
日
向
支
部
支
部
長　

黒

木
美
知
子
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と

力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

震
災
時
刻
の
午
後
2
時
46
分
、宮
崎

市
役
所
か
ら
鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
に
合

わ
せ
て
参
加
者
全
員
で
黙
祷
。集
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、「
原
発
い
ら
な
い
」

「
原
発
再
稼
働
反
対
」「
原
発
な
く
て
も

電
気
は
足
り
て
る
」「
捨
て
場
が
な
い

よ
核
の
ゴ
ミ
」「
脱
原
発
は
世
界
の
常

識
」な
ど
と
市
民
に
訴
え
な
が
ら
、宮

崎
市
役
所
前
広
場
か
ら
九
州
電
力
宮

崎
支
社
、宮
崎
市
清
水
町
の
二
葉
公
園

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。（
組
織
部
）

ル

3
・
11　

宮
崎
い
の
ち
の
広
場

3
・
1

3
・
11　

宮
崎
い
の
ち
の
広
場

福
島
を
忘
れ
な
い
！
原
発
い
ら
な
い
！

福
島
を
忘
れ
な
い
！
原
発
い
ら
な
い
！

福
島
を
忘
れ
な
い
！
原
発
い
ら
な
い
！

〈
宮
崎
医
療
生
協
日
向
支
部
〉

〈
宮
崎
医
療
生
協
日
向
支
部
〉〉〉〉

支支

〈
宮
崎
医
療
生

〈〈
宮
崎
医
療
生
協
日
向
支
部
〉

〝
第
１
回
お
楽
し
み
交
流
会
〞
を
開
催

〝
第
１
回
お
楽
し
み
交
流
会
〞
を
開
催

〝
第
１
回
お
楽
し
み
交
流
会
〞
を
開
催

大正琴（琴奏会）

フラダンス（日向プアココ）

夫婦で仲良く民謡を披露

ミュージックウォークで
ルンバとワルツを披露

「
短
歌
で
世
界
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み
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み
る
と
」
学
習
会
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世
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習
会
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世
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」
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習
会
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世
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」
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「
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世
界
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」
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習
会

「
短
歌
で
世
界
を
み
て
み
る
と
」
学
習
会

「
短
歌
で
世
界
を
み
て
み
る
と
」
学
習
会

「
短
歌
で
世
界
を
み
て
み
る
と
」
学
習
会

語らいながら森林の中をウォーキング語らいながら森林の中をウォーキング

宮崎市役所前広場から二葉公園まで
橘通りを行進

宮崎市役所前広場から二葉公園まで
橘通りを行進

宮崎市役所前広場に集まった約300名の参加者宮崎市役所前広場に集まった約300名の参加者
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保
健
学
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も
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に
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た
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〈
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健
学
校
２
〉  
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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と
て
も
い
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天
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恵
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ま
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高齢者運転免許証返納アンケートの取り組みを通して見えたもの高齢者運転免許証返納アンケートの取り組みを通して見えたもの高齢者運転免許証返納アンケートの取り組みを通して見えたもの高齢者運転免許証返納アンケートの取り組みを通して見えたもの

高齢者は加齢により、動体視力の低下や複数の情報を同時に処理することが苦
手になったり、瞬時に判断する力が低下したりするなど、身体機能の変化によりハ
ンドルやブレーキ操作に遅れがでるなどの特性が見られます。また、加齢に伴う認
知機能の低下も懸念され、2016年に運転免許証の更新の際に認知機能検査を受
けた75歳以上の高齢者約166万人のうち、約5.1万人は認知機能が低下し認知症
の恐れがあると判定されました。

宮崎県の高齢者人口(65歳以上）は32万9,430人（2016年10月1日現在）で、高齢
化率30.3％（全国平均は26.7％）です。高齢者の運転免許保有者数は20万2,404人
（2016年12月28日現在）で全体保有者の26.6％、10年前の約1.5倍に増加しました。
一方で高齢者による交通事故では加害事故（人身事故）は2007年の1,522件が2016
年の10年間で2,086件と、約1.4倍に増加しています。2015年10月28日に発生した
高齢者による交通事故では、宮崎地裁は2018年1月19日「てんかんが原因とは言い
切れない」として、過失運転致死傷を適用し懲役6年の実刑判決を言い渡しました。

宮崎県は、2008年4月1日から「高齢者運転免許証返納制度」を開始しました。返
納に伴い、バス料金割引や飲食料金割引、温泉入浴料金割引、ホテルや旅館の宿泊
料金割引、預貯金の金利優遇等のメリットはありますが、高齢者の生活圏（買い物や
通院等）で不便性を感じている方もいました。
アンケートでは、1）何歳まで運転したいと考えていますか、2）高齢になっても免
許証を返納しない理由は何ですか、3）どのような状態になったら免許証を返納し
ようと思いますか、など9項目の質問に答えていただきました。
1）については「80歳～85歳」が87名、「75歳～79歳」が67名と全体の半数以上
でした。2）（複数回答）については「買い物が行けなくなる」が145名、「通院ができ
なくなる」が114名、「体調体力面で問題なく運転できる」が103名、「旅行や趣味な
どの外出ができなくなる」が93名と、全体の約86％を占めました。3）（複数回答）
については「身体的な衰えを感じたとき」が165名、「ある程度の年齢に達したら」
が94名、「身体的な衰えを他人から指摘されたとき」が70名の順でした。
アンケートの中から国や自治体への要望として「免許証返納者に行政は、既存の返
納メリット制度の他に新たにタクシーの割引券などのサービスをして欲しい」、「自分

　

気
さ
く
で
元
気
な
寺
原

鈴
枝
さ
ん
。「
日
向
支
部
で
初

め
て
の
お
楽
し
み
交
流
会
が

成
功
し
た
の
は
、鈴
枝
さ
ん

の
お
陰
よ
ね
え
」と
、参
加
者

一
同
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。彼

女
は
毎
月
、
80
部
余
り
の

『
お
げ
ん
き
で
す
か
』を
仕
事
の
合
間
を
み
て
、8
名
の

手
配
り
さ
ん
に
届
け
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
10
年

来
、自
分
の
班
を
5
つ
の
班
に
広
げ
て
き
ま
し
た
。今
回

の
お
楽
し
み
交
流
会
も
、こ
の
班
の
仲
間
た
ち
の
力
添

え
が
あ
り
ま
し
た
。今
年
も
、い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク

i
n
日
向
で
鈴
枝
さ
ん
の
元
気
で
明
る
い
声
が
皆
さ
ん

に
届
く
こ
と
で
し
ょ
う
。（
日
向
支
部
運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

〈
俳
句
〉
　
　
　
　

渡
辺 

千
鶴（
こ
の
は
な
支
部
）

意
に
添
は
ぬ
夫
の
言
葉
や
目
刺
焼
く

意
に
添
は
ぬ
夫
の
言
葉
や
目
刺
焼
く

春
一
番
足
よ
り
吾
の
齢
感
じ

春
一
番
足
よ
り
吾
の
齢
感
じ

50
40
30
20
10
0

１）
買い物が行け
なくなる

２）
通院ができ
なくなる

３）
仕事が
できなくなる

４）
旅行や趣味
などの外出が
できなくなる

５）
体調・体力面
で問題なく
運転できる

６）
交通手段
がない

７）
その他

１）
定年退職
したら

２）
ある程度の
年齢に達し
たら

３）
古くなり車の
故障や維持費
などの経費に
気づいたとき

４）
身体的な
衰えを感じ
たとき

５）
身体的な衰え
を他人から
指摘されたとき

６）
交通事故を
起こしたとき

７）
充実した
公共交通網
が整ったとき

８）
その他

60
50
40
30
20
10
0

60～69歳 75～79歳
70～74歳 80歳以上

60～69歳 75～79歳
70～74歳 80歳以上

たちの足になるような交通手段が自分たちの町にできれば返納しやすい」、「交通手
段がそれなりに整わないと返納後の生活は難しい。気軽に出かけることが減り、生活
が不安」、「高齢者が支障なく生活を維持していくことこそが必要です。国や行政は抜
本的な視点で生活環境改善に取り組むことが重要です」などの声をいただきました。

日本は急速に高齢化が進み、2016年10月1日現在、65歳以上の人口は3,459
万人となり、総人口に占める割合（高齢化率）は27.3％と、約4人に1人は高齢者です。
2016年末の運転免許保有者数は約8,221万人で、2015年末に比べ約6万人増加
しました。このうち、75歳以上の免許保有者数は約513万人（75歳以上の人口の約

3人に1人）で、2015年末に比べ約35万人増加し、今後も増加すると予測されます。
そこで、宮崎医療生協が加盟する宮崎県高齢期運動連絡会は、8つの団体と昨年8
月から「高齢者運転免許証返納アンケート」に取り組み、2月末まで約300名から返
事が届きました。

免許証を返納しない理由は何ですか。

どのような状態になったら免許証を返納しようと思いますか。

アンケートを通して、高齢者の免許証返納を困難にしている原因を把握すること
ができました。宮崎県高齢期運動連絡会では、アンケートの結果をもとに、返納後
も高齢者がこれまでと変わらぬ生活水準を保つために、運転免許証の自主返納が
しやすくなるような生活環境の改善を要望する請願を議会に行う計画です。

（宮崎県高齢期運動連絡会事務局　田中裕人）

■ 高齢者運転による事故の特徴

■ 宮崎県では

■ アンケートの結果から見えたもの

■ これからの計画


